














































































































































































田康義・森川國康・松井宏光編 , 愛媛県面河村 , 1996年）
を昨年の夏に面河山岳博物館で見つけて入手したとき，多
12
少，想像はしていたのですが，よく知りませんでした．そ
のような人のつながりの上に，私が高校生のときに森川先
生にお会いする機会も生まれたのかと思うと，いろいろと
感謝しないではいられません．
　森川先生の業績をふりかえってつくづく驚かされるの
は，その生物同定に関する守備範囲の広さです．分類研究
として専門に取り組まれたクマムシ，カニムシ，土壌ダニ
のみでなく，それらと並行してやられていたハエやブユな
どの衛生動物の群集に関する論文でも基本的に種レベルま
で同定して解析されたことに驚嘆せざるをえません．同定
のための図鑑や資料が充実してきた今日でも，これを一人
でやることは困難でしょう．この情熱がどこから生まれ，
どうやってこれらが可能だったのか，直接にお尋ねする機
会を失ったことがたいへん残念です．
　私が個人的にすごく影響を受けたと思う郷土の先達のた
め，つい長くなりました．私より若い土壌動物学会会員で
森川先生のことを知っている方は少ないのではないでしょ
うか．土壌動物の分類学は，いま後継者不足が深刻である
ように思います．未開の分類群の分類をつぎつぎと開拓さ
れた森川先生の行跡をたどることで，その衣鉢を継ぐ人が
一人でも多く現れることを祈りたいと思います．
森川先生ご夫妻（1985年，新島渓子氏撮影）
